


































































































































































































































 流れ、其の昇ること日の如し） 」 。
○貞璧既奠─ 「貞璧」 は、
貞かた













































































しめば、光を儲慶に垂る 」 。○禮樂具舉─ 「禮樂」 は、 祭祀に用い神と通じるべき儀礼と音楽。 『礼記』楽記に「若夫禮樂
44
































らかならんとす） 」 。 「舉」は、音楽が演奏される。 『毛詩』周頌「有






































































































































 尊─底本『旧』 『楽』 『文』作「奠」
③





































































































































































































































































































































置く） 」 。 「蒼璧」は、天の祭祀に用いる玉器。 『周礼』春官宗伯・大宗伯に「以玉作六器、 以禮天地四方。以蒼璧
44
禮天（玉を以て六器を作り、












































































































































































































































































































































②俎豆有馝─ 『郊』イは「亦有和羹」句の後におく③馝─ 『楽』作「馥」④潔粢豐盛─底本 粢盛潔豐」 、 『楽』作「粢盛絜豐」 、 『郊』イ作「粢
盛豐潔」 、 『文』作「絜粢豐盛





















































○有馝─香りたかい。 『玉篇』 香部に 「馝
4




























 芬飶たり） 」 。







































































































○鼓鍾管磬─太鼓・鍾（金属製打楽器） ・管（笛の類） ・磬（石製打楽器） 。いずれも祭礼音楽を奏でる楽器 「
磬












































































































 鏘鏘たり） 」 。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































【校記】①標題─ 『楽』作「壽和」 、 『楽』目録作「壽和
 飮福
」 、 『郊』ア作「飮




















































































































あるように、天意を汲んでそれに添うこと。ここではすでに上句で始祖配享のことをいうから この意味を重ねて解釈することも可能であろう。○皇天─天、天帝。 「皇」はその美称。 『楚辞』九章「哀郢」に「皇天
44
















































































































































































































































































」は、集まり和合する。前註に引く『漢書』 （ 『周礼』 春官




































































































































































































































































































 伝う） 」 。ただしより

































































































































































































































































 烈祖） 」 、その鄭箋に「嗟嗟乎、我功烈之
祖成湯（嗟嗟、我が功烈の祖







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































空想を結ぶ） 」 。○歸靈疾─ 「靈」は、 「風」字では次句と重複することから『郊』により校訂する。 「
歸靈
」は、天上に帰る神霊。ただし熟語としては先行
用例を見出しがたい語。前註「禮樂終」に引く、前漢・無名氏「郊祀歌一九章・赤蛟」を参照。 「疾」は、はやい。○迴風爽─ 「迴風 は、 神霊が乗って帰るつむじ風。 「回風」 に同じ。 『爾雅』 釈天に 「迴風
44





つ） 」 、 その王逸註に 「言司命之去、
乘風載雲、其形貌不可得見（言うこころは司命の去るに、風 乗り雲を載て、 其の形貌









 上る） 」 。
「爽」は、すがすがしくさわやか。○百福來
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